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１１月に実施した学校評価アンケート結果及び考察と、２月１６日に開催された学校運営協議会にて、委

員の皆様からいただいた御意見について報告いたします。紙面の関係上、ここではその一部を紹介します。

詳細については、「学校評価報告書」を学校ホームページに掲載しますので、御参照ください。 
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 一年間、保護者の皆様には、本校の教育活動に多大なる御理解と御協力をいただき、あり

がとうございました。 

 学校評価アンケートの結果やいただいた御意見を基に、学校では来年度に向けての教育課

程編制会議を重ねて参りました。子供たちが通いたくなる「楽しい学校」、保護者や地域の皆

様が子供たちを通わせたくなる「楽しい学校」、その実現に向け、令和８年度も、職員が一丸

となり教育活動に取り組んで参ります。引き続き、御支援の程、よろしくお願いいたします。 

 

考察 

〇 本校の特色の一つである「発達支援教育」を根幹に据えたインクルーシブ教育の視点

から、今後も指導の重点として充実させていきたい。 

〇「５．共に学び合うことを楽しんでいる。」「７．校区に様々なよさがあることに気付い

ている。」の項目において肯定的な回答率の伸びが見られ、約９０％に達している。探究

的な学習や体験活動などを適切な時期に、意図的に取り入れてきた。また、自分の思い

を表現したり、自分とは異なる意見を受け入れたりして学びを進める授業づくりを構想

してきた。それぞれの考えや作品を認め合い課題解決を目指す「協働的な学び」にタブ

レットの活用を進めてきたことも有効であったと考える。 

 

改善点・改善策 

〇「４．進んで読書している。」について 

この項目では、毎年伸び悩んでいる。今年度は読書指導の手立てを意識して取り組んでき

た。その結果、「１日当たりの読書量が３０分以上達している」児童の割合が２９．７％

→３３．３％と伸びがみられた。しかし、保護者の実感は横ばいである。そこで、来年度

の日課に「ロング読書の日」を設定し、年間を通して読書機会を意図的に確保していく。

引き続き、読書週間や読み聞かせボランティアを活用し、読書の必要性や魅力を伝え、家

庭にも啓発していく。 

〇「１０．諦めずに努力している」について 

本校の実態として、自分の目標に向かって粘り強く取り組む姿に課題がある。自分らし

く生きる術を身に付け、自立していく児童の育成を目指し、４つの力（かかわる力・見つ

める力・のりこえる力・夢に向かう力）を意識させる教育的仕掛けや働き掛けを行ってい

く。また、トラブルの解決方法が未熟であったり、児童同士の人間関係づくりに課題があ

る。「チーム担任制」を導入し、多くの目で児童を見守り、指導・支援していく協働体制

を構築していく。 

 

学校運営協議会委員の皆様からいただいた御意見 

〇 何度か学校ボランティア（追分応援団）に参加するうち、通りかかるとあいさつして

くれる、手を振ってくれる子が増えた。昨年からの課題であった、年間を通してのあい

さつの取り組みの成果がでてきているように感じる。 

○ 家庭学習については「自己調整力」（自分に合った学習法を選び、自分で学習をコント

ロールしていく力）が必要であると考える。児童の実態に合った「自己調整学習」の研

究推進に期待したい。 

○ なりたい自分を実現するためにどうするか、プロデュースする力の育成も大切である。 

興味や関心のある事柄に対し、目標達成のためには何が必要か、セルフマネジメン 

ト力を育てることができるよう、家庭や学校で意識づけできる環境を整えることが望ま 

しい。 


